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一
般
質
問

一
般
質
問

あ
け
ま
し
て

　 

お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
平
成
二
十
九
年
　
　
正
月

　
戸
田
市
議
会
　
議
員
一
同

【
不
採
択
（
２
件
）】

(

３
対
19)

▼
若
者
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
の
実

現
を
求
め
る
請
願

※
若
者
も
高
齢
者
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会

に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

安
心
で
き
る
年
金
制
度

が
不
可
欠
で
あ
る
。
年

金
を
毎
月
支
給
に
改
め

る
こ
と
や
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
を
廃
止
す
る

こ
と
な
ど
、
請
願
は
採

択
す
べ
き
で
あ
る
と
の

賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
平
和
安
全
法
制
」
を
廃

止
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
を

求
め
る
請
願

【
請
願
の
結
果
】

※
「
平
和
安
全
法
制
」
は
、

ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦

争
に
、
世
界
中
で
、
切

れ
目
な
く
、
自
衛
隊
が

参
加
す
る
道
を
開
く
法

律
で
あ
る
。
違
憲
の
武

力
行
使
に
つ
な
が
る
新

任
務
付
与
の
撤
回
は
も

ち
ろ
ん
、
憲
法
違
反
の

「
平
和
安
全
法
制
」
は
、

戸
田
市
議
会
と
し
て
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
を

国
に
提
出
す
べ
き
と
考

え
、
請
願
に
賛
成
す
る

と
の
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

【
継
続
審
査(

１
件)

】

○
建
設
業
従
事
者
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
の
早
期

救
済
・
解
決
を
図
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る

請
願

委員会視察レポート
閉会中に実施した視察

について、11月 22日の本
会議冒頭に各委員長から
報告がありました。 議

員　

芝

刈
り
を
除

く
除
草
業

務
に
年
間

約
4
千
万

円
が
掛
か
っ
て
い
る
が
、
除

草
機
や
運
搬
車
に
は
ガ
ソ

リ
ン
が
必
要
と
な
り
、
刈

ら
れ
た
草
は
焼
却
処
分
さ

れ
る
。
ヤ
ギ
に
よ
る
除
草

に
は
、
環
境
負
荷
軽
減
や

環
境
教
育
、
市
民
へ
の
癒

や
し
提
供
の
効
果
が
あ
る
。

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
彩
湖
・

道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
や

埼
京
線
沿
い
の
環※
１
境
空
間

が
候
補
地
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。
手
法
を
研
究
す
る
。

議
員　
学
校
の
授
業
で
ヤ

ギ
の
除
草
見
学
や
除
草
体

験
を
行
う
等
、
環
境
教
育

に
活
用
し
て
は
。

教
育
部
長　
取
り
組
み
が

実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
校

長
会
議
等
で
紹
介
す
る
。

議
員　
市
長
の
お
考
え
は
。

市
長　
注
目
度
は
非
常
に

高
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

研
究
す
る
。

議
員　
本
市
に
住
む
外
国

人
は
、
現
在
6
千
人
以
上

と
急
増
し
て
い
る
中
、
多

く
が
生
活
の
悩
み
事
を
抱

え
て
い
る
。
本
市
の
通※２
訳・

翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
実
績
は
。

市
民
生
活
部
長　
平
成
25・

26
年
度
は
０
件
、
27
年
度

は
１
件
、
28
年
度
は
11
月

時
点
で
４
件
。

環
境
や
癒
や
し
の
た
め

　除
草
業
務
に
活
用
し
て
は

「
注
目
度
は
非
常
に
高
い
。研
究
す
る
」

真
木 

大
輔 

議
員

除草ヤギ

▶
除
草
ヤ
ギ
の
日
常
風
景
（
大
分
市
「
ヤ

ギ
除
草
レ
ポ
ー
ト
Ｖ
ｏ
ｌ
．
４ 

～
ヤ

ギ
さ
ん
厳
選
写
真
集
～
」
よ
り
）

議
員　
活
動
実
績
数
が
少

な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
躍
で
き
る
制
度
と
し
、

外
国
人
相
談
の
受
け
皿
と

な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
。

市
民
生
活
部
長　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
よ
り
活
躍
で
き

る
仕
組
み
の
研
究
を
国
際

交
流
協
会
に
働
き
か
け
る
。

外
国
人
相
談
の受

け
皿
を

川口、草加、蕨、戸
田の４市で構成する

「埼玉県市議会第一区
議長会」では、10 月
３日に、戸田市役所で、
フリーアナウンサーの
町
まち

 亞
あ せ い

聖先生をお招き
し、「十八歳からの十年介護～母が教えてく
れたことを伝えたい～」を演題として議員
研修会を開催しました。バリアフリーとい
う言葉がない時代に、学業・仕事と介護の
両立を経験し、感じたことを、アナウンサー
ならではの巧みな話術で、お話しされまし
た。介護の在り方を再考する機会となり、
大変有意義な研修会となりました。

▲ 10月26日　松戸市役所議場にて（本市のみどり公園課職員も同行） ▲ 10月４日　安城市役所にて

超高齢社会に当たり、介護の体験談を
中心とした研修会を実施
～第一区議長会～

一 区 議 員 研 修 会市
長
、
教
育
委
員
、
文
教
・
建

設
常
任
委
員
で
拡
大
総
合
教
育

会
議
を
実
施

去
る
10
月
25
日
に
、
こ
れ
ま
で
、
市
長
と

教
育
委
員
が
教
育
行
政
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
す
場
で
あ
っ
た
総
合
教
育
会
議
に
、
文

教
・
建
設
常
任
委
員
が
初
め
て
参
加
し
、「
戸

田
市
の
教
育
の
課
題
と
期
待
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
新
教
育
委
員
会
制
度
に
移
行
し

て
か
ら
の
教
育
委
員
会
、
学
校
現
場
の
変
化
、

議
員
が
捉
え
る
教
育
行
政
の
課
題
等
、
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
、
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

特
集
：
高
校
生
議
会

委
員
会
年
間
活
動
成
果

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
：
高
校
生
議
会

委
員
会
年
間
活
動
成
果

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

※１環境空間……新幹線建設に当たり、地域の住環境保全の目的で旧国鉄に確保を要請した空間。現時点での未活用部分
の面積は、3 万 4018 ㎡（約１万坪）。

※２通訳・翻訳ボランティア……平成 28 年 11 月時点で、戸田市国際交流協会へのボランティア登録者は 45 人おり、計
11 の言語に対応できる。

安
城
市
で
は
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
型
都
市
構
造

に
着
目
し
た
鉄
道
駅
を
拠

点
と
す
る
駅
周
辺
整
備
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
市

内
４
駅
の
周
辺
整
備
に
そ

れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

拠
点
へ
の
都
市
機
能
・
居

住
の
集
約
誘
導
を
行
う
と

松
戸
市
は
、
公
園
を
再

整
備
す
る
際
の
基
本
的
な

考
え
方
や
検
討
の
進
め
方

等
を
ま
と
め
た
、
公
園
再

整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
再
整
備
の
進
め
方
が
明

確
化
さ
れ
、
公
園
ご
と
に

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
再
整

鉄
道
駅
を
核
と
す
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
ティ
化
へ
の
取
り
組
み

公
園
再
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

再
整
備
の
進
め
方
が
明
確
に

と
も
に
産
業
機
能
の
集
約

誘
導
も
図
っ
て
い
ま
し
た
。

【
検
証
の
結
果
】

本
市
に
お
い
て
も
、
市

内
３
駅
の
周
辺
整
備
に
そ

れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

事
業
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

備
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
検
証
の
結
果
】

再
整
備
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
進
め
方
が
具
体
的

に
示
さ
れ
て
、
し
っ
か
り

と
計
画
を
立
て
た
上
で
再

整
備
を
進
め
て
い
る
点
が

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

文教・建設委員会市民生活委員会
愛知県安城市千葉県松戸市


